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政
経
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近
く
を
散
歩
し
て
い
て
も
、
行

き
か
う
人
々
は
マ
ス
ク
を
つ
け
て
、

う
つ
む
き
加
減
で
あ
り
、
解
放
感

は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
制

約
さ
れ
た
息
苦
し
い
生
活
が
、
こ

ん
な
に
続
く
と
は
思
ỵ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
会
報
の
一
面

ト
ỿ
プ
に
は
、
本
来
な
ら
ば
盛
り

上
が
る
総
会
風
景
が
載
る
は
ず
で 

     
し
た
が
、
今
年
度
も
ま
た
総
会
は 

開
け
ず
、
会
の
運
営
に
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
書
面
決
議
を
お
願

い
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

活
動
報
告
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、総
会
、新
年
会
の
み
な
ら
ず
、

親
睦
の
場
で
あ
る
同
好
会
活
動
も

休
業
状
態
で
、
辛
う
じ
て
、
幹
事 

会
だ
け
は
、
ほ
ぼ
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
会
員
増
を
と
目
論
ん
で
い

ま
し
た
が
、
逆
に
減
少
し
つ
つ
あ

る
の
は
無
念
と
し
か
い
え
ま
せ
ん
。 

 

人
々
の
生
活
の
あ
り
よ
う
も
随

分
変
わ
ỵ
て
き
た
よ
う
で
す
。
三

密
を
避
け
る
た
め
、
外
で
吞
む
回

数
が
激
減
し
た
こ
と
、
テ
レ
ワ
ổ

ク
の
定
着
に
よ
り
、
在
宅
勤
務
者

が
増
え
た
こ
と
、
温
泉
に
つ
か
ỵ

て
英
気
を
養
う
気
分
に
も
な
れ
な

い
こ
と
、
職
を
失
う
人
が
増
え
、

貧
困
の
拡
大
に
つ
な
が
ỵ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
生
活
の
様
々
な
面
に

影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

      

 

一
方
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
東 

京
五
輪
は
、
関
係
者
の
懸
命
な
努 

力
に
よ
り
、大
き
な
混
乱
も
な
く
、

日
本
人
選
手
た
ち
の
大
活
躍
の
余

韻
を
残
し
な
が
ら
閉
幕
で
き
た
こ

と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。 

 

憂
慮
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
の
た
め
、
国 

や
地
方
の
借
金
が
さ
ら
に
増
え
、

現
役
世
代
や
次
世
代
に
大
き
な
ツ

ケ
が
残
ỵ
て
し
ま
ỵ
た
こ
と
で
は

な
い
で
し
Ỹ
う
か
。
未
曽
有
の
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
年
金
、
医

療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
が

膨
ら
み
続
け
、
借
金
に
依
存
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ツ
ケ
が
さ
ら
に

大
き
く
な
ỵ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

宮
沢
賢
治
と
同
郷
の
大
谷
翔
平

選
手
の
活
躍
に
歓
喜
し
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
収
束
を

念
じ
て
い
る
毎
日
で
す
。
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 
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個人情報保護の見地から 

マスキング 

◆2020年度収支決算  　　2020年4月1日～2021年3月31日

収入 金額 支出 金額

会員募集費用 -

総会開催費用 26,484

新年会費用 -

企画事業費 -

会報発行費 11,450

部会補助 -

支部活動費 -

交際費 -

通信費 56,267

事務費 70

会議費 2,790

交通費 -

事務用消耗品費 6,737

寄付金 150,000

合計 483,001 合計 253,798

前年度繰越金 130,488 特別勘定繰入  - 

収入合計 613,489 次年度繰越金 359,691

◆2021年度収支予算　　　2021年4月1日～2022年3月31日

収入 金額 支出 金額

会員募集費用 20,000

総会開催費用 50,000

新年会費用 270,000

企画事業費 30,000

会報発行費 20,000

部会補助 20,000

支部活動費 50,000

交際費 40,000

通信費 60,000

事務費 10,000

会議費 10,000

交通費 10,000

事務用消耗品費 20,000

受取利息 1 寄付金 50,000

合計 765,001 合計 660,000

30周年記念事業積立資金 50,000

支出合計 710,000

収入合計 1,124,692 次年度繰越金 414,692

年会費 483,000

総会会費        - 

新年会会費        - 

年会費 495,000

企画事業会費

祝い金        -

受取利息等 1

総会会費     - 

新年会会費 240,000

企画事業会費 30,000

前年度繰越金 359,691

祝い金 -

支部補助金    - 

 2021 年度の総会は、新型コロナウイルス感染
防止のため昨年に続き書面での決議とし、6 月 25
日を期限に書面表決書をご提出いただきました。
その結果。次のとおりすべての議案について賛成
多数で可決されました。 
 
会員総数：183 名  表決書提出者数：110 名 
議案 1（2020 年度事業報告、2020 年度会計報告、

2020 年度監査報告） 
賛成 107 名、反対 0 名、無記入3 名  

議案 2（2021 年度事業計画、2021 年度収支予算） 
賛成 107 名、反対 0 名、無記入3 名 

議案 3（役員選任） 
賛成 106 名、反対 1 名、無記入3 名 

2021 年度総会書面表決結果 
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２
０
２
０
年
４
月
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

国
は
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
。
大

学
・
校
友
会
か
ら
は
支
部
・
稲
門

会
に
対
し
、稲
門
会
活
動
を
中
止
・

延
期
す
る
よ
う
要
請
が
あ
ỵ
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
６
月
に
予
定
し

て
い
た
会
員
出
席
に
よ
る
定
期
総

会
は
中
止
と
し
、
創
立
以
来
初
め

て
の
書
面
議
決
を
実
施
し
た
。 

ま
た
会
報
発
行
、
幹
事
会
な
ど 

             

」 
  

一
部
の
活
動
を
除
き
、
新
年
会
等

そ
の
他
の
事
業
は
自
粛
し
た
。 

    

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
⾧
期

化
し
、
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い

中
、
２
０
２
１
年
４
月
、
大
学
・

校
友
会
か
ら
稲
門
会
活
動
の
基
本

方
針
が
次
の
と
お
り
示
さ
れ
た
。 

 
・
緊
急
事
態
宣
言
発
出
の
場
合 

…
対
面
で
の
活
動
は
控
え
る 

・
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
適 

 

用
の
場
合…
感
染
対
策
を
徹
底 

                

 

の
上
、
対
面
活
動
は
可
能
。
飲

食
を
伴
う
懇
親
会
等
は
控
え
る
。 

・
前
記
以
外…

…
 

感
染
対
策

を
徹
底
し
、
国
や
地
方
自
治
体

か
ら
の
指
針
を
遵
守
し
た
上
で

対
面
で
の
活
動
は
可
能
。
感
染

対
策
が
困
難
な
場
合
(
不
安
が

残
る
場
合
)は
活
動
を
控
え
る
。 

 

今
年
度
の
活
動
は
、こ
の
基
本
方

針
に
従
い
、
活
動
が
可
能
な
場
合

は
次
の
事
業
を
行
う
。 

 

新
年
会
・
会
報
発
行
・
女
子
会

及
び
同
好
会
活
動
・
支
部
稲
門
祭

参
加
・
会
務
活
動 

                

                              

                              

こ
の
た
び
、
幹
事
に
就
任
し
ま

し
た
野
口
英
利
で
す
。
私
は
流
山

市
で
育
ち
、
１
９
９
７
年
よ
り
我

孫
子
に
住
ん
で
24 

年
に
な
り
ま

す
。我
孫
子
は
都
内
へ
の
通
勤
・
通

学
も
便
利
で
、
自
然
も
多
く
喧
噪

も
な
い
の
で
本
当
に
気
に
入
ỵ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
私
の
早
稲
田
大
学
在
学

期
間
は
平
成
２
年
か
ら
６
年
で
し

た
が
、
大
変
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

六
大
学
野
球
や
箱
根
駅
伝
が
強

い
時
期
で
盛
り
上
が
ỵ
て
お
り
、

好
き
に
な
り
応
援
に
行
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
皆
で
歌
う
校
歌
や
紺 

碧
の
空
な
ど
は
一
体
感
も
あ
り
エ

ネ
ル
ギ
ổ
を
も
ら
ỵ
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
麻
雀

が
好
き
で
、
大
学
周
辺
の
安
い
雀

荘(
今
は
な
い
み
た
い
で
す
が
)に

も
通
ỵ
て
ま
し
た
の
で
、
い
ず
れ

は
稲
門
会
の
麻
雀
会
も
参
加
し
た

い
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
そ
の
も
の
が

難
し
い
時
代
で
す
が
、
今
後
は
諸

先
輩
方
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

新
役
員
紹
介 

野
口
英
利
⍅
平
６
法
⍆ 

                 
 
 
 
 
           昨年は中止となった県稲門祭ですが、今年は対面とリモートで次のとおり開催  

します。実行委員⾧は白戸会⾧が務めます。ふるってご参加ください。 
          ■日時 11 月 28 日（日）午後2 時 30 分～5 時 
          ■場所 東京ベイ幕張ホール（アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張） 

■定員・会費 対面 300 名 リモート 500 名 いずれも 1,000 円／人 
 ■内容 鈴木哲夫氏講演会、田中愛治総⾧懇談会、熊谷俊人知事挨拶 
     懇親会はありません。詳細は添付のチラシをご覧ください。 

■申込方法 10 月末までに、電話、ＦＡＸまたはメールで下記申込先までお申込 
みください。（ＦＡＸ、メールの場合は対面、リモートの別を明記） 

          ■申込先 副会⾧ 山本弘之  
           

                   

2021 年千葉県稲門祭 11 月 28 日（日）      開催 

実行委員長は白戸会長 ぜひご参加ください 

▲田中愛治総長 

▲鈴木哲夫氏 個人情報保護の見地からマスキング 
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私
自
身
の
定
年
退
職
後
の
活
動

に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
一
部
自
慢
話
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
お
許
し
く
だ
さ

い
。 

(
１
)
定
年
退
職
後
も
亭
主
元
気

で
留
守
が
い
い
！ 

平
成
15
年
に
ソ
ニ
ổ
・
ミ
ἁ

ổ
ジ
ỿ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
定
年
退
職
し
ま
し
た
。
現
役
時

代
通
ỵ
て
い
た
柏
市
の
ス
ポ
ổ
ツ

ジ
ム
で
、
お
ば
様
達
の
「
定
年
退

職
後
に
何
も
せ
ず
に
一
日
中
家
に

居
る
亭
主
へ
の
不
満
」
を
何
度
も

耳
に
し
た
の
で
、
自
分
は
絶
対
に

そ
う
は
な
る
ま
い
と
心
に
決
め
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
も
週
末
は
テ
ニ 

          

ス
、
麻
雀
、
自
彊
術
な
ど
家
に
居

な
い
こ
と
は
多
か
ỵ
た
の
で
す
が
、

ウ
ỻ
ổ
ク
デ
イ
に
出
来
る
趣
味
を

と
我
孫
子
市
の
市
民
文
化
講
座
で

「
茶
道
」「
短
歌
」「
謡
曲
(
宝
生

流
)」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ἀ
ổ
柏
で

「
篆
刻
」「
仏
画
」「
消
し
ゴ
ム
は

ん
こ
」、そ
の
他
竜
ケ
崎
で
乗
馬
な

ど
広
く
、
浅
く
挑
戦
し
ま
し
た
。

喜
寿
を
過
ぎ
た
現
在
は
さ
す
が
に

体
力
も
判
断
力
も
衰
え
た
の
で
、

続
け
て
い
る
の
は
自
彊
術
、謡
曲
、

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
だ
け
で
す
。 

(
２
)
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で
地
域

(
社
会
)
貢
献 

平
成
22
年
の
設
立
か
ら
係
わ

ỵ
た
根
戸
小
学
校
の
あ
び
ỵ
こ
ク

ラ
ブ
で
シ
ἂ
ổ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
を
教
え
て
い
ま
す
(
現
在

は
コ
ロ
ナ
の
た
め
活
動
は
休
止

中
)。
平
成
24
年
に
『
創
意
工
夫

あ
る
取
組
み
と
活
発
な
活
動
』
が

評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰

(
田
中
真
紀
子
大
臣
)
を
受
賞
し

ま
し
た
。
星
野
市
⾧
の
目
玉
施
策

の
一
つ
な
の
で
、
表
彰
状
を
持
ỵ

て
表
敬
訪
問
し
た
時
は
大
変
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。(
写
真
左
上
) 

駅
前
に
あ
る
け
や
き
プ
ラ
ザ

10
階
の
「
市
民
活
動
ス
テ
ổ
シ

ἂ
ン
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
や
市

民
活
動
を
す
る
団
体
を
サ
ポ
ổ
ト

す
る
公
共
施
設
で
す
が
、
ス
テ
ổ

シ
ἂ
ン
本
体
及
び
利
用
団
体
か
ら

も
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
依
頼
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
①
ス
テ
ổ
シ
ἂ
ン 

            
学
歴
偏
重
の
時
代
に
あ
ỵ
て
、

自
分
か
ら
は
早
稲
田
卒
と
は
言
わ

な
い
。
二
文
で
し
か
も
二
浪
。
団

塊
世
代
で
も
女
子
の
二
浪
は
ク
ラ

ス
で
も
私
だ
け
だ
ỵ
た
。
バ
リ
ケ

ổ
ド
に
囲
ま
れ
受
験
し
た
の
に
い

つ
し
か
強
烈
な
憧
れ
も
消
失
。
平

凡
な
四
年
が
終
わ
る
。 

エ
ổ
ザ
イ
に
就
職
、
男
女
同
賃

金
で
図
書
室
勤
務
は
大
満
足
。
研 

ロ
ゴ
印
②
あ
び
じ
Ỹ
＋
－
絵
本
の

蔵
書
印
③
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

研
究
所
が
行
ỵ
た
「
滝
前
不
動
新

春
竹
宵
」
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ổ
の
は
ん
こ
等
々
協
力
し
大

変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。 

他
人(

ひ
と)

様(

さ
ま)

か
ら
頼

り
に
さ
れ
る
こ
と
は
嬉
し
く
、
生

き
が
い
に
繋
が
り
ま
す
。 

      究
最
優
先
の
社
風
だ
が
家
庭
的
で

社
内
結
婚
を
推
奨
。
残
念
な
が
ら

別
経
路
で
結
婚
。
宇
都
宮
朝
六
時

発
の
東
北
線
で
の
通
勤
は
相
当
頑

張
ỵ
た
が
妊
娠
す
る
と
体
に
こ
た

え
、
や
む
な
く
退
社
と
な
る
。 

「
北
の
鎌
倉
」
の
キ
ἀ
ỿ
チ
フ

レ
ổ
ズ
に
魅
せ
ら
れ
我
孫
子
に
転

居
し
た
の
は
三
十
歳
。
と
こ
ろ
が

い
つ
し
か
「
自
己
実
現
」
な
る
言

葉
が
頭
を
も
た
げ
、
主
人
の
反
対

を
押
し
切
り
社
会
進
出
。
結
局
人

材
育
成
の
仕
事
を
定
年
ま
で
二
十

五
年
も
続
け
て
し
ま
ỵ
た
。
と
は

言
え
、
仕
事
と
家
事
の
両
立
は
大

変
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
と
茶
道
を

再
開
し
た
。 

そ
ん
な
折
、
武
者
小
路
邸
で
の

茶
会
を
知
り
稲
門
会
主
催
に
躊
躇

し
な
が
ら
参
加
。
村
上
さ
ん
と
お

知
り
合
い
に
な
り
、
そ
の
後
も
数

回
日
吉
先
生
、
滝
日
先
生
の
お
茶

会
に
声
を
か
け
て
戴
く
。
特
に
ク

レ
オ
で
の
茶
会
は
盛
大
で
会
の
進

行
は
ま
ず
参
加
者
全
員
の
自
己
紹

介
か
ら
開
始
。
流
派
は
異
な
る
が

一
期
一
会
の
出
会
い
に
心
し
て
、

一
座
建
立
の
席
に
臨
ん
だ
。 

更
に
女
子
会
の
お
誘
い
を
受
け
、

卒
業
生
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て

い
る
の
か
好
奇
心
も
あ
り
足
を
運

ぶ
。
ラ
ン
コ
ン
ト
ル
で
の
食
事
会

は
数
回
開
催
さ
れ
た
。
内
容
は
高

尚
で
卒
論
の
テ
ổ
マ
に
ま
で
言
及
。

若
い
現
役
の
弁
護
士
や
議
員
の
方

も
居
て
限
り
な
く
話
題
は
広
が
り

有
意
義
な
会
と
な
る
。 

今
は
、「
奥
の
細
道
」を
勉
強
中
。

芭
蕉
の
博
識
に
驚
く
。
三
回
も
日

本
史
で
受
験
を
し
た
の
に
、
改
め

て
歴
史
の
面
白
さ
に
開
眼
。古
典
、

漢
文
と
更
に
は
趣
味
の
書
道
に
も

関
連
伝
播
し
て
行
く
。 

人
生
の
最
後
に
エ
ổ
ザ
イ
開
発

の
認
知
症
治
療
薬
の
お
世
話
に
な

ら
な
い
よ
う
、
日
々
身
体
を
鍛
え

心
の
若
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
に
挑

戦
し
て
お
り
ま
す
。 

 

消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
社
会
貢
献 

 
 
 
 

松
本
守
正 

⍅
昭
41
商
⍆ 

こ
こ
に
も
一
人 

早
大
生 

佐
々
木
節
子 

⍅
昭
47
文
⍆ 

星野市長とともに（筆者左端） 
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早
稲
田
時
代
と
言
え
ば
授
業
後

に
、政
経
学
部
館
裏
の
喫
茶
店「
紺

碧
」、そ
の
先
の
雀
荘「
ま
る
た
か
」

に
た
む
ろ
し
、
今
で
も
交
流
が
続

く
山
の
ク
ラ
ブ
の
仲
間
達
と
の
こ

と
が
何
よ
り
も
懐
か
し
く
想
い
出

さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
休
み
を

利
用
し
て
年
間
１
０
０
日
ほ
ど
入

り
込
ん
だ
南
北
ア
ル
プ
ス
の
３
０

０
０
ｍ
の
峰
々
や
日
高
山
脈
等
厳

し
く
も
達
成
感
の
あ
ỵ
た
山
行
な

ど
、
今
で
も
早
稲
田
界
隈
の
自
由

闊
達
な
雰
囲
気
の
記
憶
が
心
の
奥

底
に
残
ỵ
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
想
い
を
抱
い
た
ま
ま

定
年
を
迎
え
、
そ
れ
ま
で
の
経
験

を
も
と
に
自
分
の
自
由
に
や
り
た

い
こ
と
で
世
の
中
に
貢
献
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
に
ト
ラ
イ
し
、

た
ま
た
ま
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
岳
地
帯

に
位
置
す
る
ネ
パ
ổ
ル
の
「
ジ
ἁ

ナ
ổ
ル
中
央
農
業
協
同
組
合
連
合

会
」
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
と
て

も
美
味
し
い
柑
橘
ジ
ἁ
ナ
ổ
ル

(

ネ
ổ
ブ
ル
オ
レ
ン
ジ
の
一
種)

を

産
出
す
る

３２
の
農
協
か
ら
構
成

さ
れ
、
ジ
ἁ
ナ
ổ
ル
の
生
産
指
導 

    と
販
売
支
援
を
通
じ
農
家
収
入
の

向
上
を
目
指
す
農
協
連
合
会
で
し

た
。
派
遣
先
で
の
活
動
目
標
は
市

場
開
発
、
販
売
指
導
を
中
心
と
し

て
、
生
産
農
家
、
農
協
及
び
連
合

会
に
対
し
、
助
言
及
び
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
月
に
１
Ộ
２
回
ジ
ổ

プ
を
チ
ἀ
ổ
タ
ổ
し
て
オ
フ
ロ
ổ

ド
を
越
え
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
の

東
方
１
５
０
Km
に
あ
る
山
岳
地

帯
の
農
協
の
本
拠
地
シ
ン
ズ
リ
郡

や
ラ
メ
チ
ἀ
ỿ
プ
郡
を
訪
れ
て
現

地
の
実
態
を
確
認
・
協
議
し
、種
々

の
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

悩
み
は
個
々
の
農
協
の
規
模
が
小

さ
く
、
協
同
活
動
の
た
め
の
専
門

ス
タ
ỿ
フ
を
採
用
で
き
な
い
こ
と

で
し
た
。 

そ
の
２
年
目
に
産
地
を
全
滅
さ

せ
る
柑
橘
グ
リ
ổ
ニ
ン
グ
病
が
見

つ
か
り
、
地
区
毎
に
研
修
会
を
開

催
し
て
知
識
を
広
め
、
簡
易
検
査

用
の
器
材
・
薬
品
の
使
い
方
な
ど

が
個
別
の
農
協
で
対
応
可
能
と
な

る
よ
う
現
地
へ
何
度
も
足
を
運
び
、

こ
の
対
策
を
１
年
で
仕
上
げ
て
任

期
が
終
了
し
た
。
こ
の
病
気
は
多

く
の
国
々
で
柑
橘
類
の
生
産
に
大

打
撃
を
与
え
、
ま
だ
治
療
法
・
薬

は
な
く
、
罹
病
す
る
と
２
Ộ
３
年

で
産
地
が
全
滅
し
て
し
ま
う
厄
介

な
も
の
で
し
た
。
任
期
後
も
３
回

ほ
ど
農
家
ス
テ
イ
し
な
が
ら
様
子

を
見
て
来
て
、
幸
い
に
も
こ
の
地

域
で
は
病
気
を
抑
え
込
む
こ
と
が

で
き
て
い
た
。
現
地
の
人
達
の
素

朴
で
思
わ
ず
引
き
入
れ
ら
れ
る
よ

う
な
笑
顔
が
未
だ
に
脳
裏
に
浮
か

び
ま
す
。(
写
真
ữ
現
地
送
別
会
で 

カ
ウ
ン
タ
ổ
パ
ổ
ト
と
共
に
祝
福 
     

私
が
早
稲
田
に
入
学
し
た
の
は
、

昭
和
44
年
。
大
学
紛
争
が
全
国

に
広
が
り
を
見
せ
た
年
で
す
。
史

上
初
め
て
東
京
大
学
の
入
試
が
な

か
ỵ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
入
学

し
て
間
も
な
く
授
業
は
休
講
が
増

え
、
そ
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
の
授
業

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
棟
内
は
椅

子
や
机
な
ど
で
塞
が
れ
、
バ
リ
ケ

ổ
ド
ス
ト
ラ
イ
キ
、
ロ
ỿ
ク
ア
ウ

ト
と
続
い
て
い
ỵ
た
の
で
す
。 

 

学
生
の
中
に
は
傍
観
者
で
は
な

く
、
自
分
の
問
題
と
し
て
向
き
合 

う
人
も
多
く
な
り
、
私
も
そ
の
ひ 

と
り
で
し
た
。
こ
の
大
き
な
う
ね 

赤
い
テ
ỻ
カ
を
額
に
受
け
て
挨
拶
) 

                

り
の
も
と
は
何
な
の
か
、
何
が
多

く
の
学
生
を
動
か
し
て
い
る
の
か

知
り
た
い
と
い
う
思
い
で
、
ク
ラ

ス
討
論
や
学
生
集
会
、
デ
モ
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
ỵ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
問
題
か
ら
逃
げ
ず
に

行
動
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

 

大
隈
重
信
侯
の
銅
像
の
周
り
は
、 

立
て
看
板
が
林
立
し
ヘ
ル
メ
ỿ
ト

姿
の
集
団
が
シ
ἁ
プ
レ
ヒ
コ
ổ
ル

を
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
が
昭
和

44
年
の
早
稲
田
で
す
。 

 

同
年
10
月
21
日
、「
国
際
反

戦
デ
ổ
」
に
友
人
と
参
加
し
ま
し

た
。
公
園
に
参
加
者
が
集
ま
ỵ
た

時
で
す
。
数
字
が
書
か
れ
た
紙
片

が
順
送
り
で
回
ỵ
て
き
ま
し
た
。

主
催
者
に
よ
る
と
、
機
動
隊
に
捕

ま
ỵ
た
時
は
そ
の
番
号
に
電
話
し

て
黙
秘
す
る
よ
う
に
と
。
紙
片
を

渡
す
手
も
、
受
け
取
る
手
も
震
え

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
過
激
な
思
想
や
行
動
を
す

る
集
団
に
対
し
て
違
和
感
と
失
望

を
感
じ
、
さ
さ
や
か
な
活
動
を
終

え
た
の
で
す
。 

 

秋
も
深
ま
ỵ
た
頃
、
同
じ
音
楽

サ
ổ
ク
ル
の
男
子
学
生
二
人
と
バ

ン
ド
を
結
成
。
私
は
人
前
で
歌
ỵ

た
こ
と
も
な
く
、
た
だ
歌
う
こ
と

が
好
き
な
だ
け
と
い
う
お
粗
末
さ
。

練
習
は
学
生
会
館
の
屋
上
。
徐
々

に
バ
ン
ド
の
体
を
成
し
、
ハ
ổ
モ

ニ
ổ
が
決
ま
ỵ
た
時
の
喜
び
は
格

別
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
半
世
紀
以

上
の
時
を
経
て
、
稲
門
会
の
新
年

会
で
歌
う
こ
と
が
で
き
た
こ
の
縁

は
、
私
の
宝
物
で
す
。 

 
        

ネ
パ
⌴
ル
に
派
遣
さ
れ
て 

後
藤
和
徳
⍅
昭
50
法
⍆ 

大
き
な
う
ね
り
の
中
で 

 
 

市
来
和
子
⍅
昭
48
教
⍆ 
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わ
た
く
し
こ
と
１
９
６
０
年
に

松
戸
一
中
を
経
て
高
等
学
院
に
入

学
い
た
し
ま
し
た
。
成
田
線
湖
北

駅
か
ら
当
時
走
ỵ
て
い
た
SL
の

一
番
列
車
か
ら
乗
り
継
い
で
、
練

馬
の
は
ず
れ
ま
で
２
時
間
半…

当

時
の
学
院
は
生
徒
数
１
５
０
０
余

名
、
と
に
か
く
女
ỵ
気
が
無
く
、

女
性
と
い
え
ば
イ
ギ
リ
ス
人
の
英

会
話
教
師
と
事
務
室
に
１
人
、
あ

と
は
食
堂
の
お
姉
サ
ン
数
名
だ
け

な
の
で
、
た
ま
に
近
く
の
ミ
ỿ
シ

ἂ
ン
ス
ク
ổ
ル
の
女
子
高
生
十
数

名
が
英
語
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
で
来

た
り
し
た
ら
も
う
大
変
で
「
オ
ン

ナ
が
来
た
ổ
！
」
と
授
業
を
放
り

出
し
て
窓
に
鈴
な
り
に
な
る
始
末
。 

そ
れ
で
も
受
験
が
な
い
こ
と
か
ら 

     

開
か
れ
た
校
風
で
み
ん
な
ス
ポ
ổ

ツ
、
音
楽
、
読
書
等
好
き
な
こ
と

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

同
じ
ク
ラ
ス
に
Ｓ
と
い
う
ラ
イ

バ
ル
が
お
り
ま
し
た
。
こ
の
男
は

学
院
に
は
珍
し
く
予
習
・
復
習
を

キ
チ
ン
と
済
ま
せ
て
く
る
の
で
い

つ
も
成
績
は
私
よ
り
上
で
、
遂
に

３
年
間
彼
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
は
こ
の

Ｓ
が
渋
谷
区
立
代
々
木
中
学
校
時

代
、
吉
永
小
百
合
と
同
級
だ
ỵ
た

ら
し
く
、
Ｓ
は
常
々
、「
オ
レ
は
と

う
と
う
一
度
も
吉
永
に
勝
て
な
か

ỵ
た
」
と
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。

…

と
い
う
こ
と
は
三
段
論
法
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
吉
永
の
お
ツ
ム

は
私
よ
り
ツ
ổ
ス
テ
ỿ
プ
は
上
だ

ỵ
た
よ
う
で
す
。 

彼
女
は
、
そ
こ
か
ら
都
立
の
名

門
駒
場
高
校(

旧
制
府
立
第
三
高

女) 

に
進
み
ま
す
が
、
芸
能
生
活 

繁
多
の
た
め
中
退
。
思
え
ば
こ
の

頃
、
浦
山
桐
郎
監
督
に
よ
る
名
作

「
キ
ἁ
ổ
ポ
ラ
の
あ
る
街
」
で
主

人
公
の
中
学
生
ジ
ἁ
ン
を
好
演
し

人
気
を
不
動
の
も
の
に
し
て
い
た

ん
で
す
ね
。 

 
 

し
か
し
、
そ
の
後
も
勉
学
の
道

黙(

も
だ)

し
難
く
大
検
で
高
卒
資

格
を
取
得
、
１
９
６
５
年
に
我
ら

が
第
二
文
学
部
西
洋
史
学
専
修
に

合
格
、
そ
こ
を
次
席
で
卒
業
し
て

い
ま
す
。
吉
永
は
入
学
し
た
際
、

早
稲
田
を
選
ん
だ
理
由
を
聴
か

れ
、「
多
く
の
敬
愛
す
る
先
輩
が
こ

の
大
学
を
目
指
し
た
か
ら…

」
と

答
え
て
い
た
の
を
想
い
出
し
ま
す
。

そ
う
言
え
ば
私
が
大
学
に
進
ん
だ

同
期
に
後
の
人
間
国
宝
、
中
村
吉 

 
              

右
衛
門
、
２
年
上
に
兄
の
松
本
白

鸚
や
北
大
路
欣
也
が
い
ま
し
た
。 

私
の
所
属
し
て
い
た
マ
ン
ド
リ

ン
楽
部
の
部
室
は
文
学
部
の
そ
ば

に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
定
演
近
く

練
習
が
遅
く
ま
で
あ
る
時
な
ど
、

文
学
部
の
学
食
に
夕
食
を
と
り
に

行
く
と
、
た
ま
た
ま
吉
永
小
百
合

が
来
て
い
た
り
し
て
、
サ
ユ
リ
ス

ト
を
自
認
し
て
い
る
男
子
部
員
は

大
騒
ぎ
し
て
い
ま
し
た
。 

結
局
、
こ
ん
な
昔
ば
な
し
を
書

い
て
い
る
私
も
、
巷
間
に
大
勢
い

る
隠
れ
サ
ユ
リ
ス
ト
の
一
人
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

     

つ
つ
じ
が
我
孫
子
市
の
花
で
あ

る
こ
と
は
皆
さ
ま
ご
承
知
の
通
り

で
す
。
“

紅
い
つ
つ
じ
の
花
の
波
”

で
始
ま
る
「
あ
び
こ
市
民
の
歌
」

は
我
孫
子
駅
で
発
車
メ
ロ
デ
ỻ
ổ

と
し
て
、
ま
た
、
体
育
館
な
ど
の

公
共
施
設
や
小
中
学
校
や
市
の
行

事
に
お
い
て
耳
に
し
、
時
に
は
歌

わ
れ
ま
す
。
作
曲
は
シ
ン
ガ
ổ
ソ 

ン
グ
ラ
イ
タ
ổ
の
小
椋
佳
氏
で
す

が
、
作
詞
者
は
手
賀
沼
遊
歩
道
で 

桜
の
あ
と
に
咲
き
誇
る
美
し
い
つ 

つ
つ
じ
を
イ
メ
ổ
ジ
し
て
詩
を
作

成
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
手
賀

沼
遊
歩
道
の
つ
つ
じ
は
、
古
い
も 

の
は
植
樹
か
ら
50
年
以
上
を
経

過
し
て
多
く
が
老
木
と
な
ỵ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
維
持
管

理
作
業
に
問
題
が
あ
ỵ
た
こ
と
か

ら
、
多
種
類
の
雑
木
・
雑
草
に
浸

食
さ
れ
た
り
褐
斑
病
に
罹
ỵ
た
り
、

多
く
の
植
栽
が
危
機
的
な
状
況
に

瀕
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
開
花
す
る
花
の

数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

あ
ま
り
の
惨
状
を
見
る
に
見
か

ね
て
、
市
の
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア

に
登
録
し
除
草
作
業
に
着
手
し
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
池
側
・
陸
側
合

計
約

１０
㎞
全
体
を
個
人
で
カ
バ

ổ
す
る
の
は
不
可
能
と
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
会
議

員
で
稲
門
会
の
大
先
輩
の
松
島
洋

さ
ん
に
状
況
を
説
明
、
協
力
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
ご
快
諾
頂
き
、

松
島
さ
ん
の
御
助
力
に
よ
り
市
幹

部
と
面
談
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

面
談
で
は
「
ツ
ツ
ジ
は
我
孫
子

遊
歩
道
に
美
し
い
つ
つ
じ
を
再
び 

大
谷
光
弘
⍅
昭
46
商
⍆ 

早
稲
田
の
映
画
人
‐
吉
永
小
百
合 

片
倉 

武
⍅
昭
42
政
経
⍆ 

手賀沼遊歩道で、松島氏と筆者（右） 
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市
に
と
ỵ
て
次
代
に
引
き
継
ぐ
べ

き
貴
重
な
財
産
」
と
の
言
質
を
得

て
、「
専
門
家
の
調
査
実
施
、
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
根
本
的
な
改
善

及
び
中
⾧
期
維
持
管
理
計
画
を
設

定
」
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。
更

に
松
島
さ
ん
は
３
月
の
市
議
会
の

一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
て
下
さ

り
、
我
孫
子
市
と
し
て
正
式
に
前

向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

市
と
し
て
は
植
栽
内
部
の
雑
草 

                  

除
去
等
の
新
た
な
対
策
も
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
も

深
刻
な
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
問
題
に
は

更
な
る
検
討
や
関
係
者
の
説
得
な

し
に
は
取
り
掛
か
れ
な
い
状
況
で

す
。
従
い
、
以
前
の
美
し
い
紅
い

つ
つ
じ
の
波
の
復
活
を
目
指
し
、

⾧
期
的
観
点
か
ら
注
視
し
実
現
を

求
め
て
行
く
予
定
で
す
。
稲
門
会

会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
と
し
て
の

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

        

公
園
の
木
々
が
鏡
の
よ
う
な

水
面
に
映
り
込
む
１
面
の
美
し

い
写
真
は
、
相
談
役
渡
邊
俊
一

さ
ん
の
作
品
で
す
。 

渡
邊
さ
ん
は
、
ク
リ
ổ
ン
手

賀
沼
推
進
協
議
会
主
催
の
第

35
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ổ

ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
「
霧
の
朝
」(
写
真

上
)。手
賀
沼
の
枯
蓮
が
朝
霧
の

中
に
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な

作
品
で
す
。
今
年
の
手
賀
沼
カ

レ
ン
ダ
ổ
の
12
月
を
飾
ỵ
て

い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
                             

                              

                              

相
談
役 

渡
邊
俊
一
さ
ん 

手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
⌴
ル
で
優
秀
賞 

　地 区 別 校 友 数・会 員 数・地 区 委 員 一 覧
2021/7/1

地区 校友 会員 地区委員 地区 校友 会員 地区委員

 布佐・布佐酉町・都 21 4  松島洋  白山２丁目 17 0  

 布佐平和台1丁目 6 0  白山３丁目 26 4  大田行雄

 布佐平和台２～７丁目 25 8  飽田浩一、山本弘之  船戸 27 5  佐藤信樹

 南新木 9 1   台田 24 3  

 新木・新木野 36 2 　  久寺家 31 8  小田金由太郎

 下ヶ戸 11 1   つくし野１丁目 21 2  河野喜明、大塚紀年

 古戸・中里 11 0  小嶋豊  つくし野２丁目 19 2  大竹純夫

 日秀 6 2  つくし野３丁目 50 9  本橋靖弘

 中峠 24 3  海老原美宣  つくし野４丁目 7 0  松本守正

 中峠台 5 2   つくし野５丁目 19 8

 都部・岡発戸 7 1   つくし野６丁目 25 3  

 湖北台１～５丁目 35 3  北見正賢、大類裕久  つくし野７丁目 16 5  大塚紀年

 湖北台６～１０丁目 33 4   並木 43 9  高谷一之

 栄 18 4  遠藤正彦、小池進一郎  我孫子１～４丁目 103 10  池原正道

 泉 28 4  実松靖之、木全輝彦  我孫子（上記以外） 3 0  小池進一郎

 天王台 59 9  横須賀晃  根戸 30 0 　

 東我孫子 28 8  大谷光弘  青山 4 0  

 高野山 32 6  佐々木宏三  青山台 62 10  吉田治實

 若松 36 6  西久男、村上智雅子  南青山 1 0 　

 寿 38 9  滝日明  柴崎台 28 5  加藤高一、土屋譲　

 本町 6 0  渡邊俊一　　　　　  柴崎 3 2

 緑 18 3   市外(東京、松戸、柏）  8  

 白山１丁目 29 7  日吉照輔 合計 1,080 180

 ｢校友]は2021年4月27日現在の早稲田大学校友会登録者  ｢会員｣は2021年7月1日現在の我孫子稲門会登録者

個人情報保護の 

見地からマスキング 

個人情報保護の 

見地からマスキング 
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⾧
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨
年

に
続
き
、
今
年
も
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
活
動
も
休
止
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。 

創
立
20
周
年
を
記
念
し
盛
大

に
開
催
し
た
２
０
１
９
年
の
総
会

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

再
び
み
ん
な
が
集
い
、
楽
し
い
時

間
を
共
有
で
き
る
日
が
一
日
も
早

く
訪
れ
る
こ
と
を
た
だ
た
だ
願
う

ば
か
り
で
す
。 

会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様

に
は
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
ほ
ど
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
        

我孫子稲門会事務局 

個人情報保護の見地から 

マスキング 

個人情報保護の見地から 

マスキング 


